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視　点  
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夢・勇気・先人に学ぶ

 ■（一社）建設コンサルタンツ協会 北陸支部 副支部長　 
（株）国土開発センター 代表取締役社長　新家　久司

地域の動き 

3
奥能登地域がぐっと身近になりました！
能越自動車道　輪島道路の開通

 ■北陸地方整備局　金沢河川国道事務所

技術レポート 

5
Ｒ４能越道　横地地区道路改良その１工事
ICT技術を活用した自然斜面における
雪崩予防柵の冬期施工とその有効性 

 ■（株）豊蔵組（トヨクラグミ）吉田　照紀/絈野　康明/源代圭次郎

9
通年型交通安全対策舗装
メロディザペック

 ■世紀東急工業（株）　北陸支店

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

13 工事における歩掛調査と諸経費動向調査について
 ■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

クリーン作戦に参加した建設業者の皆様
▶P.3

地地域域のの動動きき   【最後に問い合わせ先を入力してください。】  
（２）クリーン作戦

開通前の法面や水路、函渠のほか、近接・交差する

道路や管理用通路を一斉に清掃するクリーン作戦を行

いました。

クリーン作戦には、輪島道路の建設に関わった 26
社 216 名の建設業者の方々にご参加いただきました

（写真 2）。建設に直接携わっていない各社の若手技術

者にも呼びかけ、最新技術で施工された道路を目の当

たりにしていただき、開通前の現場を清掃することで、

技術継承・担い手育成・コミュニケーションの促進、

さらには建設業のやりがいを認識する機会とすること

ができました。

（３）開通プレイベント

開通の１週間前には、輪島道路本線上でサイクリン

グ・ウォーキングイベントを開催しました。開通前の

道路を間近に見ることができる貴重な機会であり、開

通後は自動車専用道路になることから、当日は地域住

民をはじめ県内外からたくさんの方にお越しいただき、

サイクリングは 54 名、ウォーキングは 300 名と多くの

参加がありました（写真 3）。
さらに、開通の 3 日前から前日にかけて、開通区間

内に位置する高架橋の橋脚を活用したデジタルアート

によるカウントダウンを行いました（写真 4）。

４．開通式典

能越自動車道輪島道路の開通を記念して、令和 5 年

9 月 16 日にのと里山空港 IC において、北陸地方整備

局、石川県、輪島市の主催で開通式典を執り行いまし

た。式典には、国会議員をはじめ、能越道沿線の首長、

県議会議員、市議会議員など総勢 156 名の皆様にご参

加いただきました。式典では、ご来賓の皆様からのご

祝辞をいただき、輪島市名舟町の伝統芸能である御陣

乗太鼓の披露のほか、式典の最後にはテープカットと

くす玉開きを行い、輪島道路の開通を盛大にお祝いす

ることができました（写真 5）。

５．おわりに

輪島道路（のと三井 IC～のと里山空港 IC）は地元住

民のみなさまをはじめ、多くの方々のご協力のもと令

和 5 年 9 月 16 に開通を迎えることができました。

これからも輪島道路を多くの方々に使っていただき、

地域の方々に愛される道路、また能登地方のより一層

の活性化に貢献する道路になることを期待しています。

 
 
 
 
 
 

 

●問い合わせ先

金沢河川国道事務所 計画課 水野

写真 1 ペットボタルの組み立てと点灯状況

写真 2 クリーン作戦に参加した建設業者の皆様

写真 3 開通プレイベント

写真 4 開通までのカウントダウン

写真 5 テープカット・くす玉開き

技技術術レレポポーートト   【最後に問い合わせ先を入力してください。】  
設計照査

発注者から提示された設計成果は２次元データ

であった。このため、雪崩予防柵の３次元モデル

を作成し、起工測量の現況３次元点群データと重

ね照査を行った。主な照査項目は以下となる。

・列間斜距離の算定による列間隔確認

・切株等の支障物に対する干渉確認

列間斜距離の照査は、雪崩予防策の斜面方向の

設置間隔（設置段数）を検討する項目であり、列

間斜距離は斜面勾配と設計積雪深等で決まる。こ

のため、計画支柱位置（上下段）における現況地

盤高を 次元点群データから求め、斜面勾配を算

出して設計列間隔以下であることを照査した。

【写真 ３】

支障物に対する干渉の照査は、支柱やワイヤー

ロープの設置位置に切株等の支障物がないか。ま

た、地盤の起伏で柵の下端に隙間が開かないか照

査した。【写真 ４】

照査を行っている２月は対象斜面に ｍ以上の

降雪があったことから従来の方法では現地踏査が

行えず、地形の詳細を現地でチェックができなか

った。しかし、３次元点群データによる照査は、

机上で現地踏査と同様の確認ができ、ストレスを

全く感じさせない有効なものであった。また、ク

レーン作業における配置計画検討も容易であっ

た。【写真 ５】照査はスムーズにいき２月中～３

月下に工場製作ができ、予定通り４月からの施工

開始が可能となった。

【写真-3：３次元データ（列間隔確認）】 

 

 

 

 

 

 

【写真-4：３次元データ（干渉確認）】

【写真-5：３次元データ（クレーン配置計画）】

施工

雪解けにより斜面に上ることが可能となってか

らは、 技術を活用し現地踏査および位置出し

を行った。雪崩予防柵の３次元モデルを 表示

し、タブレット越しに現況画像と３次元モデルを

重ねることで、どの位置に足場を設置し支柱を設

置するかを現地で可視化した。【写真 ６～ 】

【写真-6：AR作業状況】 

列間斜距離

AR作業状況▶P.5

音響グルービング切削状況▶P.9

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

ハイブリッドAlMg溶射工法▶P.17

先輩なう！
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大きな事業に携わる魅力

 ■（株）安藤・間　北陸支店　朝日温海４号トンネル作業所　 
外川　悠登　さん

新技術情報 
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NETIS登録技術
■令和５年度登録技術

・専用架台を用いた集水井内部のカメラ点検技術
　【登録番号：HR－230004－A】　（株）興和

・ハイブリッドAlMg溶射工法
　【登録番号：HR－230005－A】　（株）デーロス・ジャパン

職場紹介
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黒部川に大高あり
連綿と受け継がれる創業の精神

 ■大高建設（株）
分解した重機をトロッコ電車で輸送

▶P.15

（株）安藤・間　北陸支店　
朝日温海４号トンネル作業所　
外川　悠登　さん▶P.20

専用架台を用いた集水井内部のカメラ点検技術▶P.17

■表紙：金沢港クルーズターミナル

金沢港クルーズターミナルは、金沢港機能強化整備計画に基づきクルーズ乗船客の利便
性向上と新たな賑わいの創出を目的として整備され、令和２年３月に完成しました。開館
以来、多くの人が訪れ、新たな賑わい拠点となっています。今年度は、国際クルーズが３
年ぶりに再開されました。


